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カップラーメン・タイマの設計モデル
　前回要求分析したカップラーメン・タイマについて，ハードウェアによる並行処理が行えるチップXMOSでの実装を行う．
その過程で形式的なアプローチにより設計仕様を導き出す．
� （編集部）

1．要求分析の結論とXMOSでの実装

● 前回の結論
　前回（2012年5月号，pp.110-120）はカップラーメン・タ
イマの要求分析を行いました．ハードウェアのことを考え
ずに純粋にどのような機能が要求されていて，それをどの
ように詳細化して仕様としているのか調べました．
　その際に，SW1の仕様に対する上位要求がないことが不
可解でした．上位要求は理由を記述するものですが，それ
がなかったといってもよいでしょう．この不可解さは，命
題論理では真偽の決定に関与しないという形で現れました．

● ハードウェアで並行処理を行えるXMOS
　今回はこの謎解きから始めます．そして，次にXMOS（1）

という「リアルタイムOS（RTOS）を使用せずに並行システ
ムを構築できるマルチコア・チップ」用に設計仕様を導出
します．XMOSは動作仕様を直接実装できる不思議なプロ
セッサです．プログラミング言語レベルで並列動作記述を
行ってプロトタイプ的に使うことも可能で，タスク動作の
シミュレーションに使うこともあります．
　前回は命題論理を使用したセミフォーマルな解析を行い
ましたが，今回は要求文から形式的なアプローチでステー
ト・マシンを導出して設計仕様とする手順を説明します．
オリジナルの要求仕様はTOPPERS教材ボード（5）向けであ
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図1　前回作成した要求モデル
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タイマを起動してから，設定した
時間が経過したことを知らせる

LED1：電源がONであること（プ
ログラムが動いていること）を表示

LED2：SW8が押されたことを
表示

LED4：タイマが動いていること
を表示

タイマが動いている間は，10秒
間隔で，LED4を2回点滅させる．
LED4の2回点滅は，点灯・消灯
を0.25秒間隔で2回繰り返すこと
で行う

設定時間は30秒刻みで設定できる
SW1：タイマを起動・停止
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タイマが動いている間にSW8が
ONになると，ONの間LED2を点
灯させ，設定時間を30秒延長する

SW8：設定時間を30秒延長
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電源がONの間（プログラムが動いている間），
LED1の点灯・消灯を1秒間隔で繰り返す
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SW1がONになると設定時間を30
秒にして，タイマを起動する

SW1がOFFになると，タイマを
停止する

設定時間が経過すると，LED4を
15秒間点滅させた後，消灯する．
LED4の点滅は，点灯・消灯を
0.25秒間隔で繰り返すことで行う


